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正しい猫の飼い方教室を実施しました 

令和２年７月１７日（金）午前１０時（会場：吉田公民館）に講師として宮城県東部保険事務所

登米地域事務所 食品薬事班 技師 山口 麻綾 氏をお招きし、正しい猫の飼い方教室を開催 

しました。２０名弱の方が参加。参加できなかった方へ、内容を簡単にですがお知らせいたします。 

地域に愛される猫の飼い方 
「外飼いをやめよう」 

➡外飼いは様々なリスクを伴います。短命になります。病気になります。車にはねられます。 

糞尿、イタズラ等でご近所に迷惑をかけます。迷子になります。 

「避妊・去勢手術をしよう」※猫は親子・兄妹でも交配します 

➡室内飼いでも避妊・去勢手術は必要です。猫自身のストレス軽減や家の中での粗相などの 

問題が減ります。万が一外にでてしまっても繁殖しないようにします。 

「迷子対策・マイクロチップをつけよう」 

➡万が一迷子になっても、どこの家の猫なのかわかるようになります。 

 ※登米市では飼い主の元へ帰る事ができた迷子猫は 5,8％、マイクロチップをつけている 

迷子猫は 0％だそうです。 

「室内飼いの環境を整えよう」 

 ➡猫は狭くても“上下運動”と“遊び”ができれば満足できます。運動不足にもなりません。 

  キャットタワー等の上下運動ができるもの、脱走防止策、外が見える場所、おもちゃ、 

  爪とぎ、トイレを用意してあげてください。 

飼い主のいない猫とのつきあい方 
「ノラ猫へのエサやりはやめよう」 

➡ノラ猫はエサがもらえる場所に集まり、集まる猫が多いほど、近隣への影響は大きくなります。 

➡“エサをあげる”行為によって近隣に迷惑がかかった場合、ノラ猫であっても、 

エサをあげていた人が責任をもつ人とみなされる場合が非常に多いです。 

責任を持てないのであればエサやりはしないでください。 

「宮城県の捨て猫、所有者不明猫の引き取り頭数は全国で 2番目に多い」※仙台市を含めず 

 ➡平成３０年度の引き取り頭数は 1,293頭で、全国で 2番目に多いという結果です。 

  無責任に数を増やして自分勝手に棄てるという人がどれだけ多いのか、想像は難しく 

ありません。避妊去勢手術をしない飼い猫、ノラ猫にかわいそうだからエサをあげる 

という行為は、さらに悲しい結果を生むだけになります。今一度、自分の飼い方は正しいのか 

考えてみてください。 

ペットを飼う前に考えるべきこと 

「猫の寿命は長くて 20 年」 

➡仔猫をお世話するのは手間がかかります。人間の子どもをお世話するのと同じくらいの 

“覚悟”をもって仔猫をお迎えしてください。 

➡猫を飼うにもお金がかかります。フード代 ＋ トイレの砂、その他 消耗品 ＋医療費 

1 か月平均 6,236 円 1 年 74,832 円 20 年 1,496,640円（約 150万） 

 


